
平成22年春号
vol.32

北
急
延
伸
、箕
面
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
値
下
げ
に
取
り
組
め

　

皆
様
方
に
は
、
自
民
党
府
議
団
に
対

し
平
素
か
ら
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
二
月
府
議
会
は
、
大
阪

府
政
の
歴
史
の
転
換
点
と
も
言
う
べ

き
、
核
心
に
触
れ
る
内
容
に
つ
い
て
、

橋
下
知
事
に
代
表
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
時
代
の
要
請
で
も
あ
り
、
大
阪
再

生
に
も
、
大
阪
の
閉
塞
感
を
打
ち
破

る
為
に
も
、
大
阪
府
も
大
阪
市
も
ゼ

ロ
ボ
タ
ン
を
押
し
、
財
布
が
一
つ
、

指
揮
官
一
人
と
い
う
ワ
ン
大
阪
を
実

現
す
る
こ
と
が
第
一
の
急
務
で
あ
る

事
を
言
い
切
り
ま
し
た
。

　

広
域
自
治
体
と
基
礎
自
治
体
の
基

本
的
役
割
を
明
確
に
し
、
無
駄
を
な

く
し
、
次
世
代
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
、

こ
の
基
本
姿
勢
を
貫
く
事
を
主
張
し
、

空
港
問
題
、
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
、
観

光
戦
略
、
環
境
問
題
等
は
広
域
で
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
、
橋
下
知
事
も

自
己
主
張
ば
か
り
で
は
な
く
、
時
に

は
黒
子
に
徹
し
て
、
府
県
域
を
越
え
、

近
畿
は
一
つ
に
、
意
志
を
一
本
の
矢

に
ま
と
め
る
努
力
を
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

障
が
い
者
雇
用
の
問
題
で
は
、
十

分
の
九
を
税
軽
減
す
る
ハ
ー
ト
フ
ル

税
制
の
設
置
と
い
う
評
価
で
き
る
答

弁
も
頂
き
ま
し
た
。

　

公
立
高
校
の
無
償
化
に
と
も
な
い
、

私
立
高
校
を
選
択
す
る
人
に
も
極
力

格
差
が
な
い
よ
う
制
度
設
計
を
明
確
に

す
る
べ
き
で
あ
る
と
自
民
党
府
議
団
の

従
来
か
ら
の
主
張
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
住
外
国
人
地
方
参
政
権
付

与
に
も
、
夫
婦
別
姓
に
も
明
確
に
反
対

す
る
べ
き
と
し
て
、
知
事
の
姿
勢
を
質

し
ま
し
た
。
自
民
党
府
議
団
は
、
家
庭

崩
壊
、
地
域
崩
壊
、
国
家
崩
壊
が
起
こ

る
も
の
に
は
断
固
反
対
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　

今
後
、
我
が
自
民
党
大
阪
府
議
会
議

員
団
は
、
自
民
党
大
阪
市
議
団
、
市
町

村
議
員
団
と
も
協
働
し
て
、
ワ
ン
大
阪

実
現
へ
向
け
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
府

民
の
皆
様
に
お
誓
い
致
し
ま
す
。

幹
事
長

吉
田
　利
幸

と
し
た
か

財
布
一
つ
、指
揮
官
一
人
の

　
　
　
　

        

大
阪
を
！

財
布
一
つ
、指
揮
官
一
人
の

　
　
　
　

        

大
阪
を
！

一
般
質
問
で
上う

え

島し
ま

一か
ず

彦ひ
こ

議
員

伊丹空港、近距離国際線復活せよ伊丹空港、近距離国際線復活せよ

の
で
、
伊
丹
の
資
産
売
却
を
基

本
に
す
る
。

【
上
島
】関
空
に
お
い
て
も
、
専

用
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
等
に
よ

る
Ｌ
Ｃ
Ｃ(

格
安
便)

誘
致
、
貨

物
ハ
ブ
機
能
の
強
化
や
、
カ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
規
制
の
緩
和(

外
国

航
空
会
社
の
国
内
線
参
入)

を

行
い
、オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ(

航
空

自
由
化)

を
進
め
よ
。ま
た
、
大

阪
市
や
関
西
経
済
同
友
会
が
、

関
空
の
会
社
に
よ
る
空
港
運
営

と
国
に
よ
る
土
地
建
物
の
所
有

を
分
け
る
上
下
分
離
案
を
提
案

し
た
が
？

【
知
事
】
Ｌ
Ｃ
Ｃ
誘
致
、
貨
物

ハ
ブ
機
能
の
強
化
、
カ
ボ
タ
ー

　

上
島
一
彦
議
員(

箕
面
市
・
豊

能
町
・
能
勢
町
選
出)

は
、３
月

４
日
に
開
か
れ
た
定
例
府
議

会
・
一
般
質
問
で
、橋
下
徹
知
事

ク
セ
ス
改
善
を
前
提
に
、
伊
丹

空
港
を
中
長
期
的
に
廃
港
す
る

が
、そ
れ
ま
で
の
間
は
、国
際
便

も
含
め
伊
丹
を
フ
ル
活
用
す
る

と
表
明
。伊
丹
フ
ル
活
用
の
方

法
と
し
て
、
①
近
距
離
国
際
線

の
復
活
②
国
内
長
距
離
便
の

復
便
③
ジ
ェ
ッ
ト
枠
の
拡
大

④
機
材
の
適
正
化
⑤
運
用
時

間
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
い
。

【
知
事
】
伊
丹
の
中
長
期
的
な

廃
港
、
環
境
負
荷
を
増
や
さ
な

い
事
が
前
提
で
あ
れ
ば
、
５
点

す
べ
て
検
討
に
値
す
る
。

【
上
島
】
国
交
省
の
成
長
戦
略

会
議(

案)

に
よ
る
と
、｢

関
空
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
改
善
の
為
、

成
田
の
株
式
上
場
益
、
伊
丹
の

民
営
化
や
資
産
売
却
で
創
出
し

た
資
金
の
活
用
を
検
討｣

と
あ

る
が
、知
事
の
考
え
は
？

【
知
事
】
関
空
の
債
務
解
消
に

成
田
の
上
場
益
を
充
て
る
事

は
、
首
都
圏
の
理
解
が
得
難
い

に
質
し
た
。

●
関
空
・
伊
丹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

伊
丹
廃
港
ま
で
は
フ
ル
活
用

【
上
島
】知
事
は
、
関
空
へ
の
ア

ジ
ュ
規
制
の
緩
和
は
、
関
空
に

と
っ
て
有
効
な
強
化
策
。上
下

分
離
案
は
、
関
空
の
財
務
構
造

を
改
善
す
る
一
つ
の
手
法
。

●
北
大
阪
急
行
線
延
伸
と　

箕
面
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
値
下
げ

【
上
島
】
北
急
延
伸
と
な
に
わ

筋
線
の
開
通
は
、
北
大
阪
か
ら

橋下徹知事上島一彦議員

関
空
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
で
密

接
に
関
連
し
て
お
り
、
大
阪
・

関
西
の
発
展
の
た
め
、
府
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
推
進
さ
れ

た
い
。

【
知
事
】
こ
れ
ら
事
業
の
実
現

に
向
け
、
伊
丹
廃
港
を
前
提
に

関
空
問
題
と
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
し
て
、
府
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
。

【
上
島
】
北
急
延
伸
の
全
体
建

設
費
は
４
２
０
億
円
、
こ
の
う

ち
府
と
箕
面
市
が
負
担
す
る
額

は
１
４
６
億
円
だ
が
、
府
補
助

を
導
入
さ
れ
た
い
。ま
た
、箕
面

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
料
金
割
引

が
、
来
年
３
月
末
ま
で
継
続
さ

れ
た
事
に
感
謝
す
る
が
、
恒
久

的
な
割
引
を
検
討
さ
れ
た
い
。

【
知
事
】北
急
延
伸
は
、
現
在
、

国
が
進
め
て
い
る
「
都
市
鉄
道

調
査
」に
お
い
て
、な
に
わ
筋
線

と
の
相
乗
効
果
が
検
討
さ
れ
る

が
、府
補
助
の
導
入
は
、こ
れ
ら

の
検
討
を
踏
ま
え
、
空
港
戦
略

の
具
体
化
に
合
わ
せ
て
総
合
的

に
判
断
。ま
た
、箕
面
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
の
恒
久
的
な
料
金
割
引

は
、
一
元
的
で
利
用
し
や
す
い

都
市
圏
の
高
速
道
路
料
金
制
度

の
実
現
に
向
け
、
大
阪
市
を
始

め
関
係
機
関
と
共
に
国
へ
働
き

か
け
る
。

●
大
阪
カ
ジ
ノ
構
想　

ベ
イ
エ
リ

ア
に
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
建
設

【
上
島
】
大
阪
に
カ
ジ
ノ
を
導

入
す
れ
ば
、
府
の
自
主
財
源
が

確
保
さ
れ
、
そ
の
財
源
を
教
育

や
福
祉
、
関
空
の
経
営
改
善
等

に
活
用
で
き
る
が
、
知
事
の
考

え
る
カ
ジ
ノ
構
想
、
誘
致
場
所

の
選
定
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
カ
ジ
ノ
は
世
界
の

１
２
０
カ
国
以
上
の
国
で
合
法

化
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ジ
ノ
法

案
の
早
期
制
定
、
経
済
効
果
の

試
算
、
府
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

形
成
等
、
課
題
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

【
知
事
】
大
阪
に
国
際
的
な
会

議
・
展
示
会
を
誘
致
す
る
為
、

ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

の
魅
力
づ
く
り
と

し
て
カ
ジ
ノ
を
設

置
し
た
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
が
必
要
。

民
間
の
力
に
よ
っ

て
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
を
大
阪
に
誘
致

す
れ
ば
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
雇

用
創
出
、
関
空
の

利
用
促
進
に
繋
が
る
他
、
カ
ジ

ノ
の
収
益
を
教
育
や
福
祉
に

活
用
出
来
る
。カ
ジ
ノ
の
誘
致

場
所
は
、
大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
が

相
応
し
い
が
、
最
終
的
に
選
定

す
る
の
は
民
間
事
業
者
で
あ

り
、
候
補
地
を
挙
げ
る
の
が
行

政
の
役
割
。国
に
対
し
て
カ
ジ

ノ
法
案
の
早
期
制
定
を
強
く

働
き
か
け
る
。
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